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＜病棟連絡事項＞
・

＜東病棟入室状況＞
【入院】
・川村　八重様～東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。

【転出】
・齊藤　義美様～南病棟A117号室へ転出となる。

・黒澤　まゆみ様～西病棟A47号室へ転出となる。

・山田　梅野様～南病棟へ転出となる。

【転入】
・赤石　陽介様～西病棟より東病棟合併症室へ転入となる。

＜患者様連絡事項＞
・千葉　義明様～本日昼よりレボフロキサシン（500）1T開始となる。松田薬局長よりレボフロキサシンと酸化マグネシウムを同時に服用するとレボフロキサシンが十分に効果を発揮できない為レボフロキサシンは食前薬として投与するよう指示有り。

・北川　達雄様～血糖3検指示2/9～2/14迄頂く。

・内田　都影様～リスパダール内用液 2㎎　1P　20回分処方となる。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。他室侵入や徘徊などの迷惑行為頻回であり、自制出来ないため、時間を早めて隔離開始する。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。午前午後2時間ずつ開放観察実施。人員不足・本人の誇大妄想、壁蹴り等あり落ち着かず。開放観察見送っている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・安達　貴浩様～20：00～6：00時間隔離中。表情の硬さみられているも被害的言動無く落ち着かれている。他患者様との交流も見られているがトラブル無く経過している。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・青木　昭弘様～身体拘束中。6：00～16：00開放観察実施。不穏さや大声は無いがBユニットにて作業を行いたいと希望あり、再拘束の拒否、抵抗なし。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様＞
・北山　り子様～

・千葉　義明様～

＜小柳Dr診察＞
・北川　達雄様～臨時薬内容変更なく処方となる。

・城前　実様～定期薬、臨時薬内容変更なく、7日分処方となる。

・石田　良二様～持参薬から切替、2/9～デエビゴ（5）1T　1×寝る前、41ツムラ補中益気湯3P　3×毎食後　7日分処方となる。
他同内容で７日分処方となる。

＜深澤Dr診察＞
・中村　豊様～臨時薬同内容で7日分処方
・工藤　亮様～2/9～臨時薬ラシックス（20）0.5T　7日分処方。排尿・浮腫状態確認指示あり。

・内田　都影様～2/9～臨時薬センノシド2T→1Tへ減量、他同内容で7日分処方。

・藤井　崇史様～定期薬・臨時薬同内容で7日分処方。

・坂岡　亮様～臨時薬2/9～朝・夕のクエチアピン中止、ドパコールL100㎎1T→2Tへ増量、リボトリール開始。

・飯田　修子様～定期薬同内容で7日分処方あり。

・澤口　利香様～臨時薬同内容で7日分処方あり。


＜入院患者様情報＞
日　　時：令和5年2月8日　15：34　
　氏　　名：川村　八重（かわむら　やえ）様
　生年月日：S13.12.10生(84)
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　性　　別：女性
　主 治 医:村上Dr（サポート医：田名部Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット5号室

　
　＜経過＞
　函館市在住であったが、八戸市にいる甥を頼りにR5.2.4に来八。元々十和田市で夫婦で生活していた。子はなし。十和田市内の病院にてアルツハイマー型認知症の診断があったようだが、詳細不明。当時物忘れ、被害妄想、ヘルパーに対する暴言などが認められていたとのこと。その後、R4年8月頃に姉妹のいる函館市に本人が転居し、姉妹と同居。同居している姉妹が本人の対応に疲弊し、ノイローゼ気味になってしまった。甥
[bookmark: _GoBack]も時折函館市に行って様子を見ていたが、詳しい状況まで把握が出来ていなかったとのこと。R5.2.7やすらぎ館入居となったが、入居時には、状況の理解が難しく、短期記憶障害もあり1分後には忘れてしまっている様子が見受けられた。入居日には、強い帰宅要求があり、他室の扉を蹴る、暴言、職員への暴力行為があり、施設対応困難となり親族へ連絡し迎えに来てもらっており、現在親族が本人を見守りしている。支援者は函館市在住の姉妹、八戸市在住の甥。函館に連れ帰り介護をすることも、八戸市で甥が面倒をみるのも難しい状況であり、当院を紹介したとの事で対応依頼あり初診。入院の希望聞かれR5.2.8　15：34東病棟Cユニットへ独歩にて医療保護入院となる。
